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　ご当地グルメのプロデューサーとして、全国数十か
所でその手腕を発揮してきたヒロ中田氏が、４月24
日㈭当町を訪問し、農村活性化施設で小野町長、西北
地域県民局長を交えて意見交換会を行いました。
　中田氏は、リクルート社『北海道じゃらん』編集長
などを経て、数々のご当地グルメを手がけた実績があ
る敏腕プロデューサーとして知られています。
　意見交換では、小野町長が「当町の現状を見ていた
だき、中田先生のご経験から、ぜひアドバイスをいた
だければと思います」と挨拶。続いて役場職員たちから町の概要、水産資源やピュアの運営状況を
説明しました。

　これを受けて中田氏は「町外の一般の人が中泊と言え
ば何を思い浮かべると思いますか？」など町側に対し質
問をするなど、現状を確認していました。また、ご当地
グルメについては、「最初の１、２年はみんな一生懸命や
るが、実際はそれ以降が重要であり、５年、10年と情
熱を持って続ける必要がある」と述べました。
　さらにピュアの加工施設や小泊漁港でヤリイカの荷揚
げの様子を視察しました。

　

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
告
げ
る
竜
泊

ラ
イ
ン
の
冬
季
閉
鎖
解
除
に
合
わ
せ
て

オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の
駅
こ
ど
ま
り
」。

今
年
も
４
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰
、
オ
ー

プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ヤ
リ
イ

カ
味
覚
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
快
晴
に
恵
ま
れ
た
会
場

に
は
活
〆
ヤ
リ
イ
カ
を
は
じ
め
、
真
鯛
、

活
た
こ
の
浜
ゆ
で
な
ど
、
旬
の
新
鮮
食

材
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
、
中

里
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
応
援

に
か
け
つ
け
、
訪
れ
た
観
光
客
や
地
元

買
い
物
客
に
演
奏
を
披
露
し
、
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

毎
年
人
気
を
集
め
る
「
生
わ
か
め
１

０
０
円
詰
め
放
題
」
は
、
今
年
も
大
行

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
袋
詰
め
は
ま

さ
に
真
剣
勝
負
。
袋
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど

詰
め
た
買
い
物
客
は
、
満
足
そ
う
な
表

情
で
し
た
。

新商品づくりへのきっかけ ヒロ中田氏と意見交換

新
鮮
食
材
で
お
出
迎
え

道
の
駅
こ
ど
ま
り
オ
ー
プ
ン

生わかめ詰め放題

中里中ブラスバンド部

ヒロ中田氏

小泊漁港でヤリイカの水揚げを視察

スポット

ライト－Spotlight－
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町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
が
、

冬
の
運
動
不
足
な
ど
の
解
消

と
健
康
増
進
を
目
的
に
、
５

月
４
日
㈰
大
沢
内
た
め
池
公

園
で
春
の
桜
ウ
オ
ー
ク
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
晴
天
で
は
あ

っ
た
も
の
の
、
強
風
で
歩
き

に
く
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

し
た
。
参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ

20
人
は
、
大
沢
内
た
め
池
公

園
や
周
辺
の
山
林
な
ど
約

７
・
３
㎞
の
コ
ー
ス
を
山
桜

や
新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
歩
き

ま
し
た
。

　

ウ
オ
ー
ク
を
終
え
て
、
豚

汁
の
振
る
舞
い
で
疲
れ
を
と

り
、
最
後
は
抽
選
会
で
楽
し

み
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
い

い
汗
を
か
き
、
気
持
ち
よ
か

っ
た
。
運
動
後
、
外
で
食
べ

る
ご
飯
は
美
味
し
い
。
次
も

参
加
し
た
い
」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
次
回
の
ウ
オ

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は
６
月
15
日

㈰
、
竜
泊
ラ
イ
ン
の
絶
景
を

コ
ー
ス
に
行
い
ま
す
。

春
を
感
じ
て

大
沢
内
た
め
池 

桜
ウ
オ
ー
ク

参加者のみなさん
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